
令和４年度 白川郷学園 保健体育科研究構想 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究内容（１）９年間を見通した「先を読む力」の明確化  

前期課程 後期課程 

１～２年生 ３～６年生 ７～９年生 
 自 己 の 運 動 の 課 題 を 知
り、その解決方法が分かる。 

自己や仲間の運動の課題
を見つけ、その解決のための
方法や活動を考える。 

自己や仲間の運動の課題
を見つけ、その解決のための
方法や活動を選択・工夫す
る。 

 

研究内容（２）児童生徒の多面的な実態把握と手立ての明確化 

 
【日常的な実態把握】 【客観的データの活用】 

・発言やつぶやき 

・基本的な動きの習得度合い 

・ノート、学習カード 

 

・体力テスト 

・定期テスト 

・自己の演技の動画撮影 

 

 

 

 

 

研究内容（３） 一人一人の学びが加速する学習活動の工夫 
〇学ぶ目的や必然を感じ、見通

しをもって課題追究する導入
の工夫 

〇試行錯誤を生み出す展開の工
夫 

〇一人一人が学びを自覚し、自
分でできた達成感を得られる
終末の工夫 

・示範や動画等と目指す姿を比

較したり、活動していく中で

見出した児童生徒の思考や

欲求を大切にしたりするな

ど、実態に合った必然性のあ

る課題設定ができるように

する。 

・個人目標の設定（個人種目） 

・ 練習方法を選択したり、工夫

したりできる指導計画や場の

設定。 

・ 効果的に事故や仲間の動きを

見つめ、動きを修正しようと

できる場の設定。 

・ 1 時間の学びを視点に話し

合う場の設定。（成⾧、変化、

困難、要因、仲間の働きかけ

等） 

保健体育科が育てたい「ひとりだち」した人物像  

生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現するために、習得した知識や技能を活用し

て自他の課題を発見し、合理的な解決に向かって思考、判断ができる人物。 

 

【研究主題】一人一人の学びが加速し、「先を読む力」を発揮する姿を目指して 

実態に適した児童生徒への手立ての明確化 



 

和４年度 白川郷学園 〇〇科研究構想（案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究内容（１）９年間を見通した「先を読む力」の明確化  

前期課程 後期課程 

年生 年生 年生 
   

 

研究内容（２）児童生徒の多面的な実態把握と手立ての明確化 

 
【日常的な実態把握】 【客観的データの活用】 

・ 

・ 

・ 

 

・ 

・ 

・ 

 

 

 

 

 

研究内容（３） 一人一人の学びが加速する学習活動の工夫 
〇学ぶ目的や必然を感じ、見通

しをもって課題追究する導入
の工夫 

〇試行錯誤を生み出す展開の
工夫 

〇一人一人が学びを自覚し、自分
でできた達成感を得られる終
末の工夫 

・ ・  ・  

〇〇部が育てたい「ひとりだち」した人物像  

 

【研究主題】一人一人の学びが加速し、「先を読む力」を発揮する姿を目指して 

実態に適した児童生徒への手立ての明確化 


